
V1.02a

フォクレコ Connect 『安全管理サービス』
使用方法 編

本書では、フォクレコ Connect に付属する
『安全管理サービス』に関する使用方法を説明します。
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１．まずはじめに

フォクレコ Connectの『安全管理サービス』とは

フォークリフトの安全性向上を目的として、アラート記録情報をもとに、
リフト毎や時間帯毎の危険頻度・シーンを見える化するサービスです。
XBP*1を活用して、Webアプリ『XBP Manager』より、
アラート記録情報・シーンを本部や離れた場所から確認することができます。
*1: XBPとは、ザクティが提供する映像活用業務プラットフォームです。

安全管理サービスを開始する前に

・フォクレコ Connectには、安全管理サービスが含まれていますが、サービスの使用開始にあたって、 
XBP契約者アカウントの発行が必要です。XBP契約者アカウントの発行に関しては、購入された
営業担当よりご案内させていただきます。

・本サービスは、フォークリフトがインターネットに常時接続されていること*2が前提です。
インターネットに接続する方法は、フォクレコ本体のサポートマニュアルをご確認ください。
＊2: プランによりWi-Fi接続、または、SIMによる接続をお選びいただけます。
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２．初期設定

URL：https://www.console.xacti-cloud.com/

*ブラウザは、Google Chrome を推奨していますが、
  Microsoft Edgeでも使用は可能です。

*画面は、安全管理サービスのみをご契約の方の場合です。
  ザクティのその他のソリューション・サービスを
  ご利用いただいている場合は画面が異なります。

①XBP Manager を開き、
ログイン

②左上のメニューバーを展開し、
[ライセンス管理] を選択

*初回ログイン時には、初期パスワードの変更が必要になります。

・アカウント発行時に登録されたメール
アドレスと、その際に付与されたパスワード
を入力してください。

https://www.console.xacti-cloud.com/
https://www.console.xacti-cloud.com/
https://www.console.xacti-cloud.com/
https://www.console.xacti-cloud.com/
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③初期設定を行うカメラを選択

*: 複数台導入いただいている場合に「ライセンス管理」画面に、その台数分のカメラが表示されていない場合は、ザクティまでご連絡ください。

・「ライセンス管理」に表示される「制御ボックス」のシリアル番号から
設定を行うカメラの[詳細]をクリックします。

２．初期設定

P00000XXXX

P00000XXXY

P00000XXY1

P00000XXY0

P00000XXXZ
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④「機器名」の入力と、「プリ録画設定」の時間設定

*1: 任意の名前を入力してください。（取り付け機器の一版名称や型番、使用場所名など）
入力した機器名は、危険アラート発生時の「検知動画」のファイル名の一部として使用されます。機器区別のため同名はお控えください。

*2: 「プリ録画設定」とは、危険アラートを感知した際、アラート発生時の何秒前から「検知動画」として録画するかを設定するものです。
出荷時設定は、アラート発生の「5秒前」からとなっています。

*3: 設定した内容は、フォクレコ本体が「ネットワークに接続された状態で再起動」された際に反映されますので、ご留意ください（即時反映ではありません）。

・「ライセンス詳細」に表示される「機器名」を入力*1し、プリ録画設定*2の時間を設定し、保存*3します。

２．初期設定

機器名を入力*1

プリ録画設定*2

（5秒前、10秒前、15秒前）

「初期設定」はここで完了です
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３．使用方法

XBPManager上での【アラート記録履歴】【検出動画*】
確認方法は２パターンあります。 
*検出動画＝危険アラート発報シーン動画

・安全管理サービス ・動画一覧

▼方法①
【アラート記録履歴】を確認後
【検出動画】を閲覧する場合

▼方法②
【検出動画】をすぐに確認する場合
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① XBP Managerの左上のメニューバーを展開し、[安全管理サービス] を選択
②アラート記録情報の選択

*1: 検出データは24か月／検出動画は1か月（31日間）XBP上で閲覧でき、古いものから順に消去されます。
検出動画は「アイテム一覧」に保存可能です。必要に応じて期間内に保存してください。

*2: 機器名は、メニュー「ライセンス管理」にて確認および変更が可能です（「２．初期設定」を参照）。
また、機種名によるフリーワード検索も可能です。

*3: 指定した期間にアラート記録情報がない場合は、検索結果には何も表示されません。(カメラ側からの通信があった時に、アラート記録情報が更新
されますので、通信のタイミングではアラート記録情報のみ更新されていない場合があります）。

*4: カメラ本体の検出データ／検出動画の保存容量は、稼働時間約24[h]分です（人物検出の頻度、継続時間によっては保存期間が短くなります）。
ネットワークに接続されると、カメラに保存された検出データ等は自動的にXBP側へ送信されたのち、カメラからは自動で削除されます。
ネットワークに接続せずに使用を続け、保存容量を超えた場合は、古いデータから上書き保存されます。

・期間を指定*1し、閲覧したい機器名*2・アラート記録情報の[詳細]をクリックします。

A倉庫＿１

A倉庫＿２

B倉庫＿１

「機器名」で検索も可能

危険アラート（回）：最大24か月分の「危険アラート」の発生回数合計
注意アラート（回）：最大24か月分の「注意アラート」の発生回数合計
危険アラート頻度（回/1時間）*：カメラ稼働1時間当たりの「危険アラート」発生回数
危険＋注意アラート頻度（回/1時間）*：カメラ稼働1時間当たりの【「危険アラート」＋「注意アラート」】の発生回数
*カメラ稼働時間が1時間未満の場合、推測値が表示されます
稼働時間(h)：カメラの稼働時間合計

３．使用方法① 安全管理サービス

「対人」と「対物」を選択できます。
※物体検知のオプションをご契約がない場合は対人のみとなります。

https://www.console.xacti-cloud.com/
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③アラート記録情報*の閲覧（1日単位表示）

・グラフ内データ部分にカーソルを合わせること（背景が薄く色づいた状態）で、その日
1日毎の「危険アラート(赤)     」と「注意アラート(黄)      」の件数を表示します。

・指アイコンが表示された状態でクリックすると「1時間単位表示」に切り替わります（次ページ参照） 。
・グラフの表示範囲（拡大縮小）は「表示範囲変更バー」で変更可能です。

*: アラート記録情報は、毎時00分に更新されます。ただし、通信状況や本体（カメラシステム）の都合により、情報更新されていない場合もあります。
 通信状況の改善や本体からのアップロード後に情報が更新されます。

B倉庫＿１ 時間別アラート回数

一覧（期間などの
選択画面）へ戻る

「危険アラート(赤)」
「注意アラート(黄)」
の回数・頻度を表示
（1日分）

表示範囲変更バー

バー上に表示される

をドラッグ

または

マウスのホイール操作で

表示範囲を変更します。

指アイコンが表示されてい
る状態でクリック
↓

1時間単位表示に
進みます

表示されているアラート記録期間
(最大1年)

３．使用方法① 安全管理サービス

ズーム（表示範囲変更）
・拡大(左)：  を選択し、
グラフ上をドラッグ
・リセット(右)： をクリック
※ブルーは「有効」、グレーは「無効」
を表します。
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④アラート記録情報の閲覧（1時間単位表示）

・グラフ内データ部分にカーソルを合わせること（背景が薄く色づいた状態）で、その日の
1時間毎の「危険アラート(赤)     」と「注意アラート(黄)     」の件数を表示します。

・指アイコンが表示された状態でクリックすると「1分単位表示」に切り替わります（次ページ参照） 。

B倉庫＿１時間別アラート回数

指アイコンが表示されて
いる状態でクリック
↓

1分単位表示に
進みます

「危険アラート(赤)」
「注意アラート(黄)」
の回数・頻度を表示
（1時間分）

表示されているアラート記録期間
(最大1週間)

３．使用方法① 安全管理サービス

ズーム（表示範囲変更）
・拡大(左)：  を選択し、
グラフ上をドラッグ
・リセット(右)： をクリック
※ブルーは「有効」、グレーは「無効」
を表します。
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⑤アラート記録情報の閲覧（1分単位表示）

B倉庫_1 時間別アラート回数

・グラフ（バー）上にカーソルを合わせると、アラート1件（最大1分*1）毎に以下の情報を表示します。
 「危険アラート(赤) 」：「アラート発生日時」と「サムネイル画像」⇒「検出動画」再生可能*2 
「注意アラート(黄) 」：「アラート発生日時」のみ

*1: アラートは最長1分毎に区切られる仕様のため、連続した長時間のアラートは複数件の別のアラートとしてカウントされます。
なお、最初のアラートにはプレ録画設定の時間（「２．初期設定」参照）が、最後のアラートにはポスト録画設定時間（5秒、変更不可）が含まれます。  
例）2分30秒のアラート → 1分/件（プレ録画設定の時間含む）＋1分/件＋30秒/件（ポスト録画設定時間5秒含む）の計3件のアラートとしてカウント

*2: 「危険アラート(赤)」のみ。「注意アラート(黄)」では「検出動画」が録画されません。

表示されているアラート記録期間
(最大6時間)

注意アラート(黄)
「アラート発生日時」（最大1分）

危険アラート(赤)
「アラート発生日時」（最大1分）
「サムネイル画像」

グラフ（バー）をクリックすると
「検出動画」の再生を開始

３．使用方法① 安全管理サービス
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⑥「検出動画」再生

・「検出動画」を再生します。再生画面の右上のボタンから再生中の「検出動画」を
「アイテム一覧」へ保存（サーバーへアップロード）できます。

B倉庫＿１ 危険アラート 2025-01-22 10:08:29～2025-01-22 10:09:27

動画を「アイテム一覧」へ保存

「アイテム一覧画面」へ
進む（次ページ参照）

「アラート記録情報」
に戻る

３．使用方法① 安全管理サービス

※「検出動画」は1か月（31日間）保存され、期間を過ぎると古いものから自動的に削除されます。
31日間以上保存したい場合は、保存期間内に「アイテム一覧」へ保存してください。保存した動画は、
企業アカウントごとの保存容量を上限として、契約期間中保持されます。

次の「検出動画」へ進む前の「検出動画」へ戻る

再生状態（一時停止 / 再生 / リプレイ）

音声状態（ミュート / ミュート解除）
*マウスオーバー時のみボリュームバーを表示

ピクチャーインピクチャー

全画面表示

人物検知中

物体検知中（左右のセンサーは独立動作）
検知あり：赤いバーを表示
検知なし：グレー点線を表示
※物体検知のオプションをご契約がない場合は表示されません
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⑦「アイテム一覧」での動画管理

・「アイテム一覧」へは「検出動画」を保存した際のポップアップ（前ページ参照）、または、
左のメニューより移動できます。

・「アイテム一覧」では、保存済「検出動画」の削除*1／PCへのダウンロード*2ができます。

*1: 「アイテム一覧」から削除しても「検出動画」の保存期間内（31日間）であれば、再度「アイテム一覧」へ保存することが可能です。
*2: 「アイテム一覧」のサーバー容量は、1ライセンスにつき5GBとなっています（参考：1分の検出動画で0.003～0.005GB程度）。サーバー容量を

超えそうな場合は「検出動画」を必要に応じてPCへダウンロードした後、「アイテム一覧」から削除してサーバー容量を確保してください。

「検索欄」
表示／非表示切り替え
（初期は非表示）

検索条件を保存すると
「インテリジェントフォルダ」
（ショートカット）の作成が可能

（P.13参照）

チェックを付けた動画を
まとめて削除

チェックを付けた動画を
まとめてPCにダウンロード

「アイテム詳細」へ移動
（P.14参照）

「タイムライン」
(マーカ一覧)へ移動
（P.15参照）

ワークスペースの
表示／非表示切り替え
（初期は表示）

３．使用方法① 安全管理サービス
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保存すると、メニューの「インテリジェントフォルダ一覧」から検索結果の表示・閲覧がいつでも可能

・保存時に「サイドバーに表示する」をチェック → メニューに「★付のショートカット」を作成

・保存時に「共有する」をチェック → 同じグループ（企業アカウント）のユーザーに検索条件をインテリジェントフォルダとして共有

⑧[アイテム一覧] にて条件検索が可能
（※インテリジェントフォルダの作成）

検索条件項目 検索内容

ファイル名 また
は 「備考」

フリーワード
※ファイル名 または 「備考」に記載した文字列

ファイル種別 動画 または 画像

ユーザー 登録済みのユーザー名リストから選択

カメラ 登録済みのカメラ(制御ボックス)リストから選択

撮影日
アップロード日

例）〇週間以内、〇月〇日より前、
〇月〇日と同じ、今年

撮影場所 
例）大阪市(都道府県、市区町村を入力）を含む、
      任意の位置(経度、緯度を入力)から 5 km圏内

マーカー名 マーカー名に記載した文字列

検索条件

追加→「＋」

削除→「-」

３．使用方法① 安全管理サービス

※カメラ別フォルダで、
フォークリフト毎の動画管理が可能！
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⑨「アイテム詳細」での動画管理

・「アイテム詳細」では、保存済「検出動画」のファイル情報確認／削除*1／PCへのダウンロード*2、
および、「アイテム編集」画面よりファイル名変更ができます。

動画をPCに
ダウンロード

動画を削除

ファイル情報

プレビュー

「アイテム編集」へ

ファイル名を変更

タイムライン再生
画面(マーカ一覧)

へ移動

３．使用方法① 安全管理サービス
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※動画マーカー機能の詳細については、詳細マニュアル「動画マーカー機能 編」をご覧ください。

⑩「タイムライン再生」でのマーカー一覧

３．使用方法① 安全管理サービス

マーカー一覧

▼10秒進む10秒戻る▼

再生ボタン

▲再生速度

▼音量 ▼前の動画・次の動画

▼スナップショット
（※静止画として切り出して保存）

▲フルスクリーン

対象のサムネイル
を選択し、
「編集」から名前
を変更できます

閲覧したいマーカー名を
クリックすると、動画が
該当箇所に飛ぶ

静止画(サムネイル)を
ワークスペースに移動
して、簡単にダウン

ロードが可能

https://xacti-co.com/support/xacti-mannual_video-maker/
https://xacti-co.com/support/xacti-mannual_video-maker/


16

３．使用方法②

① XBP Manager左上のメニューバーを展開し、[動画一覧] を選択
②検出動画一覧の表示

「対人」と「対物」を選択できます。
※物体検知のオプションをご契約いただいていない場合は
選択できません。

「使用方法」についての説明はここで終了です

動画一覧

「検索欄」

「検出動画」を再生します
（P.11-15参照）

※「検出動画」は1か月（31日間）保存され、期間を過ぎると古いものから自動的に削除されます。
31日間以上保存したい場合は、保存期間内に「アイテム一覧」へ保存してください。
保存した動画は、企業アカウントごとの保存容量を上限として、契約期間中保持されます。
※「アイテム一覧」へ保存したい場合は、動画再生画面から操作を行ってください。詳細はP11-15をご参照ください。

https://www.console.xacti-cloud.com/
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４．ユーザー追加方法

■契約者以外のXBPを使用するユーザー※を追加する方法は、2つあります。
※登録されたユーザーは、「安全管理サービス」を使用する（＝アラート記録情報を閲覧する）ことができます。

※グルーピング機能ONの場合、[ユーザーロール]によって与えられる権限が、通常と異なりますため、
ユーザー追加できるユーザーも通常と異なります。詳細は、本書P.23をご覧ください。
また、同じユーザーでも、グループ(企業アカウント）ごとに、異なるユーザーロール

 （管理者／スタッフ）を付与することができます。

本書P.20～22をご覧ください。

■追加方法②
｢親企業アカウント」に存在している
 既存ユーザーを｢子企業アカウント」
 に新たに追加する場合

追加したい「グループ(企業アカウント)」画面に移動後、
メニュー[ユーザーリスト]よりユーザー追加します。

※ユーザー追加については、本書P.18～19をご覧ください。
※他の企業アカウントに所属しているユーザーも登録が可能です。
その場合、登録完了後、そのユーザー宛てに通知メールが
届きます。パスワードは先に発行されているもの(使用中のもの)
が有効となります。

■追加方法①
グループ(企業アカウント)に新規ユーザー
として追加する場合
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４．ユーザー追加方法

① XBP Manager左のメニューを展開させ、 [ユーザー管理] の 
[ユーザーリスト] を選択

②[ユーザーリスト] の画面で [ユーザー追加] を選択

※[ユーザーリスト] が表示されていない時は、メニュー部を上下にスクロールしてください。
また、[ユーザー管理] をクリックする毎に、[ユーザーリスト] の表示／非表示が切り替わります。

注意：
 契約者と管理者のみユーザー追加が可能です。
 スタッフは [ユーザー管理] が表示されません。 

企業グループを確認

■追加方法①

https://www.console.xacti-cloud.com/
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③基本情報を入力（＋権限を選択）し、保存

必須事項をすべて入力
保存で
完了

ログイン方法については、
P.28～29を参照ください

ログインした時に
表示させる初期画面を
選択してくださいユーザーロールについては、

補足資料のP.23を参照ください。
「ユーザーロール」をスタッフ
にした場合のみここに「権限設定」が
表示されます。

※追加したユーザーの基本情報や権限は [ユーザーリスト] の各ユーザーの右側にある「詳細」より画面移動し、「編集」にて編集可能です。
※同じメールアドレスで複数のユーザーを作成することはできません。

初期パスワードを設定してください

ユーザー登録(保存完了)後、
アカウント登録通知メールが各
ユーザーに届きます。
ユーザーは、[アカウント登録通知
メール] に従い、PCでXBP 
Managerにログインし、初期設定
を完了してください。

４．ユーザー追加方法

XBP ID割当の設定は不要です。

https://www.console.xacti-cloud.com/user/signin
https://www.console.xacti-cloud.com/user/signin
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①「親企業アカウント（親グループ）」
 画面に移動

②「親企業アカウント（親グループ） 」
内の[ユーザーリスト]を表示

「親企業アカウント」
画面へ移動

※「親企業アカウント」とは、XBPお申し込み時の
企業名となります。

親企業アカウント

子企業アカウント①

子企業アカウント②

子企業アカウント③

子企業アカウント④

親企業アカウント

4．ユーザー追加方法

■追加方法②
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③「子企業アカウント（子グループ） 」に追加したいユーザーの[詳細]を選択

4．ユーザー追加方法

親企業アカウント
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親企業アカウント

④詳細画面で[スイッチユーザー作成]を選択する

⑤追加したいグループ名の
[スイッチユーザー作成]を選択

※ユーザーの初期パスワード変更設定が完了して
いない場合にはスイッチユーザー作成が
できません。初回ログインを行い、
初期パスワード変更を行ってください。

スイッチユーザーとは？
複数のグループ(企業アカウント)に所属する
ユーザーのことを指します。

4．ユーザー追加方法
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４．ユーザー追加方法

ユーザーロール

契約者

管理者

親企業アカウント
で作成した場合

管理者

子企業アカウント
で作成した場合

スタッフ

管理権限

ユーザー管理
ユーザーの一覧閲覧・編集、
スタッフへの権限付与、ユーザー追加

● ● ◆ －

企業アカウント管理

企業情報の閲覧・編集 ● ● ◆ －

子企業アカウント追加 ● － － －

機能権限

サーバ保存機能
アイテム管理

撮影データ閲覧・編集・ダウンロード ● ● ◆ ▲

安全DX 安全管理サービス ● ● ● ▲

■入力する項目 [ユーザーロール] は下記を参考に設定する

●：制限なしに与えられる権限（全グループに対して有効）
◆：所属するグループ内のみで与えられる権限
（他のグループには関与できない）

▲：契約者、または、管理者に権限付与された時のみに
与えらえる権限（他のグループには関与できない）



補足資料
下記の機能をご利用の際は、こちらの資料をご覧ください。

・ グルーピング機能
・ 二段階認証
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5-1．グルーピング機能について 補足資料

グルーピング機能とは、XBP Managerに登録したユーザーとカメラをグループごとに
振り分け、グループ(企業アカウント)ごとに各機能(リアルタイム映像配信・閲覧、
ザクティサーバー上での映像管理など)を利用する機能です。

※なお、グルーピング機能の設定はザクティ側にて行います。設定をご希望の場合はザクティまでお問合せください。
※2024年6月以前に「XBPベーシックプラン」にご加入の方は、グルーピング機能をご利用いただけません。
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5-1．グルーピング機能について(表示順変更)

グループの表示順を変更する

グループの並び替え

右上の     アイコン-「ログインユーザー情報」からグループの表示順を変更（並び替え）できます。

補足資料

一番上に設定した企業グループが、ログイン後に最初に表示されます。
Point！
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①

②

5-1．グルーピング機能について(テーマ変更)

テーマを変更する

グループごとにテーマを設定すると、視覚的にどのグループを選択してるのか、明確になります。
①：テーマを変更したいグループを選択
②：左のメニューから「企業アカウント設定」に進む
③：｢テーマ設定」でテーマを変更

※ユーザーロールが「契約者」または「管理者」のみ、テーマ変更が可能です。

企業C

③

ファイルを選択し、
アイコンを設定

テーマカラー
を選択し、
帯の色などを
変更

補足資料
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選択
それぞれの方式は
次ページで紹介

保存で
完了

注意：
 契約者と管理者のみユーザー追加が可能です。
 スタッフは [企業アカウント管理] が表示されません。 

5-2．二段階認証の設定方法

（必要な方のみ）二段階認証を設定

※二段階認証とは、不正ログインへの対策として2回の認証を行うことで本人確認を行い、セキュリティの強化を図る
認証方法です。

①左のメニューを展開させ、 [企業アカウント管理] の [企業アカウント設定] 
を選択し、[ログイン詳細設定] を変更

補足資料
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〇通常ログイン：
登録された[メールアドレス][パスワード]
でログインする方式

■SMSパスコードを利用する：
登録された[メールアドレス][パスワード]のログイン後、登録した携帯番号(SMS)に届くパスコード
で認証を行う方式

■メールパスコードを利用する：
登録された[メールアドレス][パスワード]のログイン後、登録したメールアドレスに届くパスコード
で認証を行う方式

①メールアドレス・パスワードを入力
②入力内容が正しければ、登録されている携帯番号
へパスコードを送信
※二段階認証設定がONの場合のみ
※メールパスコード設定の場合は、メールアドレスへパスコードを
送信

③パスコードを入力

5-2．二段階認証の設定方法 補足資料



高度な映像技術の提供を通じて、皆さんの課題を解決します

ご不明な点・ご質問がございましたら
当社サポートまでお気軽にご連絡ください。

株式会社ザクティ

サポートメールアドレス：support@xacti-co.com
サポート電話番号 ：06-7166-3979

              営業時間          ：平日 9:00 ～ 17:30 
                                    *夏季・年末年始など当社休業日はのぞく

mailto:support@xacti-co.com
mailto:support@xacti-co.com
mailto:support@xacti-co.com
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